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発刊にあたり

　大気汚染や地球温暖化の進行に対する世界的な警戒感の高まりに伴い、国内外の主要自動車メーカーは排ガス中
の有害物質削減、燃費向上の両立という難題に挑み、グローバル市場を舞台として熾烈な技術競争を繰り広げてい
る。こうしたなか、日本の自動車メーカーは得意のエレクトロニクス技術を駆使し、環境対策に取り組んでおり、そ
の最たるものが、日本メーカーがリードしてきた従来の内燃機と電気モータを組み合わせたハイブリッドシステム
である。また、その一方で、ここ数年のガソリン価格高騰を受け、規制対応技術の進化によって環境性能を飛躍的
に向上したクリーンディーゼルエンジンが、導入予定の新規排ガス規制の切り札として注目を浴びるとともに、「脱
石油」を見据えた電気気自動車や燃料電池車の開発にも拍車がかかっている。
　本調査資料は、今や完全に市民権を得たハイブリッド車とともに、欧州に続き、日米市場への導入が目前に迫る
クリーンディーゼル車のほか、量産化に向けた動きが加速する電気自動車、燃料電池車への国内自動車メーカーの
取り組みを明らかにします。さらに、各社が市販するモデルの生産、販売、輸出状況など国内外での事業展開とと
もに、各システムの主要部品を手掛けるメーカーを独自調査し、システム構成部品の生産流通状況を整理します。ま
た、メーカー各社の事業方針を踏まえ、将来的な生産動向を予測するなど、ハイブリッド及びディーゼル車、電気
自動車、燃料電池車の現状と今後を展望、報告します。貴社にて是非ご利用いただけますようお願い申し上げます。

ハイブリッド及びディーゼル車、電気自動車、燃料電池車の
　　　　　　    採用状況、生産状況、将来動向を徹底解明！

 http://www.eIRC.co. jp でも調査資料の詳細がご覧いただけます。　　　
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第Ⅰ－２表　ハイブリッド車のラインナップと
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搭 載 シ ス テ ム 2段変速式ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ機構付
THS｢+ﾌﾙﾀｲﾑAWD

2段変速式ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ機構付
THS｢ TH

発 売 時 期 2007年5月 2006年3月／2008年5月 2002
駆 動 方 式 AWD FR
型 式 2UR-FSE 2GR-FSE 1G
種 類 水冷V型8気筒DOHC 水冷V型6気筒DOHC 水冷直列6

総 排 気 量 <cc> 4,968 3,456 1,
内径×工程<mm> 94.0×89.5 94.0×83.0 75.0
圧 縮 比 11.8 11.8 1
最 高 出 力
<kw/r.p.m.> 290/6,400 218/6,400 105

最 大 ト ル ク
<N ･ m/r.p.m.> 520/4,000 368/4,800 196

燃 料 供 給 装 置 筒内直接+
ﾎﾟｰﾄ燃料噴射装置(D-4S)

筒内直接+
ﾎﾟｰﾄ燃料噴射装置(D-4S) E

燃料タンク容量<ℓ> 84 65
型 式 - - 1

種 類 - - 交流同
(巻線界磁式

最 高 出 力
<kw/r.p.m.> - - 3.0/1,44

最 大 ト ル ク
< N ･ m/r.p.m.> - - 56/0

型 式 1KM 1KM
種 類 交流同期電動機 交流同期電動機

最 高 出 力
<kw/r.p.m.> 165/5,615～13,000 147/5,615～13,000

最 大 ト ル ク
<N ･ m/r.p.m.> 300/0～3,840 275/0～3,840

種 類 ニッケル水素電池 ニッケル水素電池 鉛蓄
個 数 - -

接 続 方 式 - -
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ﾚｸｻｽLS600h／LS600hL
横浜工場
神奈川県横浜市神奈川区宝町2
〒 220-8623 電 045-461-7304

<エンジン>
ディーゼルエンジン

YD22DDTi 日産車体・湘南工場

YD25DD/YD25DDT

日産ディーゼル工業（株）上尾工場
埼玉県上尾市大字1-1
〒 362-8523 電 048-781-2301

<エンジン>

ディーゼルエンジン

ZD30DD 日産車体・湘南工場 キャラバン

日産車体・湘南工場

自社 アトラス

SNA(タイ)、TCMA(マレーシア)、Nissan
do Brasil Automo veis(ブラジル)

供給先

1962年5月

生産品目
ZD30DD/ZD30Ti/ZD30DDTi/ZD30 Kai(直4DOHC・排気量2,953cc)、QD32(直4OHV・排気量
3,153cc)、TD27/TD27Ti(直4OHV・排気量2,664cc)、TD42(直6OHV・排気量4,169cc)

操業時期

パトロール(サファリ)、ピックアップトラック(フロン
ティア<D22>)、キャラバン

搭載車種エンジン型式

第Ⅱ－14表　ディーゼルエンジン工場の概要(国内)

供給先

(403,000/  -   )従業員数
(名)

搭載車種

工場規模
(敷地/建屋┃)

生産品目
1935年操業時期

担当工場

2,000従業員数
(名)

生産形態

2,537

YD22DDTi(直4DOHC・排気量2,164cc)、YD25DD/YD25DDTi(直4DOHC・同2,488cc)

プレス、鋳鉄鋳造、エンジン組立

工場規模
(敷地/建屋┃)

(572,000/  －  )

プレス、鍛造、鋳造、溶接、圧増、エンジン加工・組立生産形態

所 在 地

エンジン型式

担当工場

所 在 地

ピックアップトラック(フロンティア<D22>)
ピックアップトラック(ナバラ<D40>、フロンティア
<D22>)

1980年代 燃料電池の研究開始
後半

1998年 ｢オデッセイ｣の荷室に燃料電池システムをした実験車｢VO｣を開発
1999年 9月

FCX-V1(純水素型燃料電池実験車)
最高出力(kW) 49

種類 永久磁石型交流同期モータ(ホンダ製)
形式 PEFC(固体高分子型)(Ballard社製)

出力(kW) 60
種類 純水素
貯蔵方式 水素吸蔵合金タンク(La-Ni5)

FCX-V2(ﾒﾀﾉｰﾙ改質型燃料電池実験車)
最高出力(kW) 49

種類 永久磁石型交流同期モータ(ホンダ製)
形式 PEFC(固体高分子型)(ホンダ製)

出力(kW) 60
種類 メタノール
貯蔵方式 オートサーマル方式

2000年 9月

第Ⅲ－７表　燃料電池車への主な取り組み(1)
動　　向(システム概要)

モータ

Ballard社製の燃料電池を搭載した｢FCX-V1｣とホンダ製の燃料スタックを搭載した｢FCX-V2｣を公開

燃料電池ｽﾀｯｸ

年 月

燃料

モータ

車　　名

車　　名

燃料電池ｽﾀｯｸ

同社製燃料電池スタックを搭載した｢FCX-V3｣を発表｡カリフォルニアフューエルセルパートナーシップに

燃料

《 内 容 見 本 》「ハイブリッド・ディーゼル車の開発状況と生産予測 2008年版」より
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　第Ⅲ部では、自動車メーカー各社におけるハイブリッド車、ク
リーンディーゼル車、電気自動車、燃料電池車に対する今後の取
り組みを車両別、メーカー別に整理します。また、その内容と
2007年までの過去4年の生産実績、独自取材によるデータなどを
踏まえ、2008年、2010年、2015年、2020年の車両及びメーカー
別の生産台数を予測しております。
　第Ⅳ部では、ハイブリッド車、クリーンディーゼル車を中心
に、各システムの構成部品を量産する企業の会社概要、生産体
制、自動車メーカーとの取引状況を調査、報告しております。

　第Ⅰ部では、国内自動車メーカーにおけるハイブリッド車及び
クリーンディーゼル車とともに、電気自動車、燃料電池車の研究
開発経緯、各車両の商品化状況を明らかにします。また、欧米、ア
ジアの主要自動車メーカーにおける各車両に対する取り組みにつ
いてもまとめています。
　第Ⅱ部では、自動車メーカー別でハイブリッド車、クリーン
ディーゼル車、電気自動車、燃料電池車の開　発経緯を詳報しま
す。さらに、市場投入モデルの概要、生産、販売、輸出状況、主
要部品の調達状況を明　らかにしたほか、各車両に対する将来計
画を取りまとめるとともにし、今後の動向を解説しております。

定 価 ：１０２，９００ 円


